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研究成果の概要（和文）：季節海氷域である北海道オホーツク海沿岸および根室海峡において，船による目視調査およ
び設置型音響記録計による鳴音モニタリングを行った．この結果，流氷の有無によって海域に滞在する種が異なること
を明らかにした．また，これまで衛星発信器を装着して放獣したゼニガタアザラシ保護幼獣個体の回遊データについて
解析を行い,個体がよく利用する海域の抽出を行った.この結果,夏期には上陸場への固執性があること，冬期の滞在場
所について，衛星リモートセンシングによる海氷密接度と比較したところ,流氷が北海道沿岸に来遊すると,海氷密接度
が50%以下の海域をよく利用し,流氷上で休息していることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：We conducted ship-based marine mammal sighting surveys and passive acoustic 
monitoring to detect marine mammal vocalizations along the Okhotsk Sea coast of Hokkaido and Nemuro 
Strait, the seasonal sea ice zone. Our results show that presence or absence of seasonal sea ice in these 
areas affects the pattern of marine mammal species occurrence. And satellite tracking of rehabilitated 
juvenile spotted seals revealed that the seal tracked in summer showed site fidelity to haul-out site. 
Whereas in winter, when seasonal sea ice appears around Hokkaido, the seals haul-out on the ice, where 
concentration derived from satellite remote sensing is lower than 50% to rest.

研究分野： 海洋生物環境学
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１．研究開始当初の背景 
 夏期に海氷がなくなる季節的海氷域を利
用する海棲哺乳類には，海氷に依存する好氷
性の種と，氷海に侵入できない季節回遊種が
あり，後者は海氷減少により生息地を広げる
と考えられている．オホーツク海で生成され
た海氷は，北海道の沿岸生態系に高い生産性
をもたらしてきたが，近年，海氷が減少して
おり，その影響が危惧されていた．また，海
氷減少に伴う季節回遊種の生息地拡大が，オ
ホーツク海生態系の変動をさらに加速させ
ることも考えられた．例えば，近年の北海道
沿岸へのトド被害報告の増加は，オホーツク
海の海氷減少に由来するという説もある．よ
って，海氷の動態は，これら鰭脚類の分布状
況に多大な影響を与え，鰭脚類が漁業被害を
起こす場所や期間についても，変化していく
ことが予想された． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，海氷変動が鰭脚類の日本沿岸
への来遊にどのような影響を与えるかを明
らかにすることを目的とした．  
 
３．研究の方法 
 海氷の来遊から後退まで，長期かつ連続的
に鰭脚類の来遊と分布に関する情報を得る
ため，下記の項目を行った． 
 
（１）船による季節的海氷域の目視 
 2013-2014 年 4 月に網走から船に乗船し，
北海道オホーツク沿岸海域の目視調査を行
った．また，2013 年 9 月，10 月および 2014
年 7 月，9 月に北海道大学練習船うしお丸に
より北海道東部における目視調査，計量魚探
による音響調査，海洋観測を行った． 
 
（２）バイオロギング手法による回遊追跡と
安定同位体による食性履歴解明 
①ゴマフアザラシ 
 2013 年春期にオホーツク海沿岸で漂着し，
紋別オホーツクとっかりセンターに収容保
護されたゴマフアザラシの幼獣4個体（L-134, 
135, 136, 139）に衛星発信器を装着し，放獣
後の回遊を追跡した． 
 
②トド 
 2014 年初夏に道北部オホーツク海沿岸の
猿払沖で混獲されたトド 3 個体に衛星発信器
を装着し，回遊を追跡した．また，これまで
採集した装着個体のヒゲを安定同位体分析
し，食性履歴を調べた． 
 
③キタオットセイ 
 2014 年夏期に北海道日本海沿岸で保護さ
れたキタオットセイ成熟オスに衛星発信器
を装着し，回遊追跡を行った．また，混獲，
漂着，採捕個体を収集し，安定同位体分析に
よって食性履歴を調べた． 
 

（３）設置型記録計による鳴音記録 
 2014年 1月と 3月に羅臼沿岸に音響記録計
を設置し，海棲哺乳類の鳴音を記録した． 
 
４．研究成果 
（１）船による海氷域の目視 
 流氷期である 4 月に船からの目視調査を行
った結果,2013 年 4 月は流氷密接度が低く,ア
ザラシの発見は少なかった一方で,シャチが
目視されたこと（図 1）,その反対に 2014 年
は流氷が多く残っており,アザラシが多く見
られたが（図 2），シャチの発見がなかったこ
とが明らかとなり,流氷域を利用する高次捕
食者と海氷密接度との関係が明らかとなっ
た. 
 

 
図 1．2013 年 4 月に網走沿岸で目撃されたシ
ャチ 
 

 
図 2．2014 年 4 月に網走沿岸で目撃されたク
ラカケアザラシ 
 
 また，2013-2014 年のうしお丸調査と， 
2009，2011-2012 年の結果をまとめて解析し
た．最も多く見られた小型鯨類はカマイルカ，
イシイルカであり，カマイルカは根室湾，根
室海峡南部および北海道南東部沿岸海域，イ
シイルカは北海道南東部沖合海域や知床海
域に分布していたことが明らかとなった．ま
た，7 月では他の月と比べると根室湾および
根室海域南部にカマイルカが少なく，イシイ
ルカが多く発見された．カマイルカとイシイ
ルカの分布環境を比較すると，前者が浅海域，
後者が深い海域に分布していた．これは，比
較的表層性の魚類を捕食するカマイルカと



中深層性の魚類を捕食するイシイルカの 2 種
の食性の違いを反映していると考えられた． 
 
（２）バイオロギング手法による回遊追跡と
安定同位体による食性履歴解明 
①ゴマフアザラシ 
 2013 年 6 月に 3 個体（L-134, 135, 136），12
月に 1 個体（L-139）を放獣した．6 月に放獣
した 3 個体はすべて 7 日以内に発信が途絶え，
1 個体は混獲死亡していたことが明らかとな
った．また，12 月に放獣した 1 個体からは
56 日間のデータが得られたが，この個体も混
獲され死亡した． 
 これまで紋別オホーツクとっかりセンタ
ーで保護され,衛星発信器を装着して放獣し
た個体の回遊データについて解析を行い,個
体がよく利用する海域の抽出を行った.この
結果,ゴマフアザラシは夏期には上陸場への
固執性があることが明らかとなった．また，
冬期の滞在場所について，衛星リモートセン
シングによる海氷密接度と比較したところ,
流氷が北海道沿岸に来遊すると,海氷密接度
が 50%以下の海域をよく利用し,流氷上で休
息していることが明らかとなった（図 3）. 

 
②トド 
 回遊データについて解析を行ったところ,
北上するタイミングについては,水温がトリ
ガーとなっているのではないこと,また,未成
熟個体 4 個体のうち 3 個体については北上せ
ずに宗谷海峡周辺海域にとどまっているこ
とを明らかにした.また安定同位体分析を行
った結果，繁殖地に回遊した未成熟個体の窒
素安定同位体値が高く，直近まで授乳してい
た可能性が明らかとなった． 
 
③キタオットセイ 
 衛星発信器を装着，放獣したところ，2 日
ほどで発信が途絶えた．目撃情報により，発
信器のアンテナが壊れていたことが報告さ
れた． 
 繁殖島であるチュレニー島（ロシア）と摂
餌海域である北海道において採集したキタ
オットセイのヒゲについて安定同位体分析
を行った，この結果，直近の餌生物を反映し

ているヒゲの根元部分において安定同位体
比に有意な差があり，その値を用いて回遊履
歴を推定できる可能性が示唆された． 
 
（３）設置型記録計による鳴音記録 
 鳴音モニタリングから,流氷上で出産する
好氷性種のクラカケアザラシが流氷期に鳴
いていることが明らかとなった.クラカケア
ザラシの鳴音を解析したところ,ベーリング
海やチュクチ海の鳴音パターンと異なるこ
とが明らかとなった. 
 春以降,シャチやマッコウクジラ,カマイル
カの鳴音が確認されており,それぞれの鳴音
頻度には季節的な変動が見られた.  
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